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令和５年度 

「中小企業販路拡大支援事業補助金 

（製品開発・改良事業）」交付要領 

[ 令和５年４月 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島市 経済部 経済政策課 

【応募締切】 

募集期間は、 

 令和５年４月１７日（月）～令和６年１月３１日（水）です。 

 

必ず事業着手前（契約等）に申請してください。 

ただし、予算額に達し次第、募集は終了いたします。 

 

【注意事項】 

 （１）申請書類は、経済政策課の窓口か郵送で受付します。 

（２）申請書類に不備、不足がある場合、受付ができませんので、 

郵送の場合は時間に余裕を持って申請してください。 

 （３）窓口へお越しの際は、事前に経済政策課までご連絡下さい。 

 （４）申請書を提出する前に、こちらの交付要領をよく読んでから申請して下さい。 

 

【お知らせ】 

 補助金の交付を受けた方は、翌年度に本市が実施するフォローアップ支援事業に 

ご協力いただくことがあります。 

 

【問い合わせ先（申請先）】 

住所  ：〒770-85７1 徳島市幸町２丁目５番地  

徳島市 経済部 経済政策課 

電話番号：088-621-5225 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：keizai_seisaku@city-tokushima.i-tokushima.jp  
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１．事業目的 
 

本市の中小企業が首都圏や海外などの県外の大規模な市場における自社の製品の販路拡大を

目指し行う事業に対し、予算の範囲内で中小企業販路拡大支援事業補助金（以下「補助金」と

いう。）を交付することにより、企業等がコロナ後のニューノーマルへの対応を見据え、販路

拡大に関する能力向上を図ることを目的としています。 

 

２．補助対象者 
 
  この補助金の交付を受けることができる者（以下「補助対象者」という。）は、（１）～（３）

のいずれかに該当する中小企業基本法第２条第１項に該当する中小企業者※１のうち、製造業を

営み、販路拡大したい製品及び販路拡大にあたって必要となる支援内容が明確である者です。 

        ※１ 中小企業者の定義 

業 種 

中小企業者 

（下記のいずれかを満たすこと） 

資本金の額又は 

出資の総額 

常時使用する 

従業員の数 

製造業、建設業、運輸業、その他の業種 ３億円以下 ３００人以下 

卸売業 １億円以下 １００人以下 

サービス業 ５，０００万円以下 １００人以下 

小売業 ５，０００万円以下 ５０人以下 

 

（１） １年以上本市内に主たる事業所を置く会社 

 （２） １年以上本市内に事業所を置く本市民 

 （３） 前２号に該当する者で構成されたグループ又は団体（以下「グループ等」という。） 

⑴～⑶の規定に関わらず、⑷～⑻に該当する場合は対象としません。 

 （４） 製品の開発・製造の主たる工程が、自社の事業所に整っていない場合 

（５） 市税（地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第５条第２項第１号から第４号までに

規定する普通税、同条第６項第１号に規定する目的税及びこれらに係る延滞金及び督促

手数料をいう。）を滞納している場合 

（６） 次のいずれかに該当する者（みなし大企業）である場合 

   ① 発行済株式の総数又は出資総額の２分の１以上を同一の大企業が所有している中小

企業 

   ② 発行済株式の総数又は出資総額の３分の２以上を大企業が所有している中小企業 

   ③ 大企業の役員又は職員を兼ねている者が、役員総数の２分の１を占めている中小企業 

（７） 本市の指名停止措置等を受けている場合。又は、指名停止措置等に相当する行為を行

った場合。 

 （８） 申請者又は法人の役員が、暴力団等の反社会勢力でないこと。また、反社会的勢力と

の関係を有しないこと。反社会的勢力から出資等の資金提供を受ける場合も対象外。 
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３. 対象事業・期間・経費・限度額 
 
（１）対象事業 

補助金の交付対象となる事業は、首都圏や海外などの県外の大規模な市場で自社の製品の販

路拡大のために、新規性、独自性、成長性があり、製品を市場のニーズに合った製品とするた

めに行う製品開発・改良事業です。 

※製品の開発・改良段階であり、製品の生産段階は含みません。 

 

（２） 対象期間 交付決定日～令和６年２月２９日（木） 

  ※対象期間内に試作品又は製品の原型を完成させること。 

  ※対象期間内に費用の支払い等が全て終了していること。 

 

（３）対象経費、補助率及び限度額 

   下記の表に記載する取組内容、対象経費に該当するものであり、かつ、（ア）～（ウ）の

条件に適合する経費の一部を補助します。 

    ※詳しい計算方法につきましては、「（4）補助金の計算方法」をご参照ください。 

取組内容 対象経費 経費区分 補助率 
限度額 

（千円） 

製品開発・改良 

・原材料、副資材費 

・外注・委託費（性能検査等） 

・機械装置、工具器具のリース、

レンタル料 

・デザイン製作業務委託料 

・技術指導・助言業務委託料 

           等 

製品開発・

改良経費 
1/2 

300 
※外部専門家委

託又は専門機関

との共同研究を

行う場合     

500   
※外部専門家委

託と専門機関と

の共同研究の両

方を行う場合 

700  

 

（備考１） 

製品開発・改良事業における、デザイン製作業務及び技術指導・助言業務とは、外部専門家が

契約に基づき受託する、次に掲げる業務等をいいます。なお、法人に委託する場合は、要件を満

たす者が直接担当しなければなりません。 

ア デザイン製作業務 

業務内容）製品又はパッケージのデザイン 

委託先要件）これまでに同様の製品についてデザインの実績を有する者 

※次の場合は該当しません。 

・製品又はそのパッケージ以外のデザインを依頼する場合 

・デザイン以外の業務（量産作業など）と不可分の契約である場合 

イ 製品製造に必要な技術の指導・助言業務 

   業務内容）製品製造に必要な技術や製造の効率化に必要な技術の指導・助言 

委託先要件）指導・助言を受けたい技術の研究や当該技術を用いた製品開発・改良に主と

して関わった実績を有する者 
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※次の場合は該当しません。 

・製品の開発・改良の一部の作業等を依頼する場合（内容により外注・委託費に含まれる

場合があります。） 

・個別具体的ではない指導・助言を求める場合（講習会参加や集団指導、相談会や相談窓

口での相談） 

 

（備考２) 

  製品開発・改良事業における、専門機関との共同研究を行う場合とは、大学等の専門の研究

機関と契約を締結し、専門機関の有する知見や設備を活用しながら製品開発・改良を行う場合

をいう。 

 

補助対象経費の条件 
 

（ア）対象期間内に契約、取得、支払いが完了した経費であること（申請時に、既に契約、

申し込み、発注等を済ませている経費は、申請することはできません。）。 

新製品の開発又は既存製品の改良の完了が条件となるが、対象期間内の完了が困難な

場合でも、事前に市が承認し、開発内容及び達成目標が明確に区分（試作品の設計、試

作品の製作等）できる場合は、対象経費として認める。 

（イ）補助対象（使途、単価、規模等）の確認が可能であり、かつ、本事業に係るものとし

て、明確に区分できること。（補助対象の経費については、原則単独で請求書や領収書

を作成してください。） 

（ウ）対象経費で得た全ての財産の所有権が補助対象事業者に帰属すること。 

 

補助対象外の経費 
 

 

 

 

 

 

  

 
① 開業、運転資金、設備投資等を目的としているもの。 

② 納品書、請求書、領収書、銀行振込書等の帳票類が不備のもの。 

③ 通常業務、取引と混同して支払いが行われているもの。 

④ 他の取引と相殺して支払いが行われているもの。 

⑤ 親会社、子会社、グループ企業等関連会社（資本関係のある会社、役員を兼任してい

る会社等）との取引に当たるもの。 

⑥ 共同申請者間での取引に当たるもの。 

⑦ 直接人件費 

⑧ 消費税及び地方消費税 

⑨ その他、市場のニーズに合っていない事業実施経費や、新たな販路拡大に向けた取組

ではない事業経費。 
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（４）補助金の計算方法 

① 該当する取組内容の経費区分ごとに(A)補助対象経費を記入し、(B)補助率を乗じ、（C）

欄に記入する。 

② 取組内容ごとに(C)の額と(D)限度額のいずれか低い額を補助金額とする（ただし、複数

のメニューに申し込む場合、先の申請に対する補助金額を 100 万円から差し引いた額を上

限とする。千円未満切り捨て）。 

 

（計算例）※外部専門家への委託がある場合 

取組内容 経費区分 
(A) 

補助対象経費 

(B) 

補助率 

(C)＝ 

(A)×(B) 
(D)限度額 

(C)と(D)

の 

いずれか 

低い額 

製品開発 

・改良 

製品開発・

改良経費 
860,000 １／２ 430,000 

300,000 
※外部専門家委託又は専門機関

との共同研究を行う場合 

500,000 
※外部専門家委託と専門機関と

の共同研究を行う場合 

700,000 

430,000 

合   計（(C)と(D)のいずれか低い額） 430,000 

合   計（補助金の額 千円未満切り捨て） 430,000 

（例）既に海外販路拡大事業と展示会等出展事業で合計700,000円の交付決定を受けている場合は、

300,000円 

 

４．事業の流れ 
 

補助金申請 令和５年４月１７日～令和６年１月３１日 

  

交付決定 ※申請後２週間程度見込んでおくこと 

  

中間報告 事業期間内（必要に応じ） 

  

支払完了 

令和６年２月２９日までに契約、取得、支払いが完了

していること 

※完了しなかった場合、補助金を交付できませんの

で、ご注意ください。 

  

補助金実績報告 
事業期間終了後３０日以内又は令和６年３月１５日

までのいずれか早い期日【期限厳守】 

  

補助金の精算払い 令和６年３月３１日まで 
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５．交付申請 
 

 補助を受けようとする者は、次のとおり補助金の交付申請を行ってください。 

 

添付書類 

（１）申請者の区分により次の添付書類を付けてください。 
 

法人事業者 個人事業者 

会社の登記簿謄本 開業届の写し及び住民票 

  ※グループ等の場合は、代表者の区分に応じて証明書等を提出してください。 

  ※同一年度内にすでに他のメニューに申請をしている場合で、書類の内容に変更がなければ、

写しの添付でもかまいません。 

 

（２）事業の取組内容に応じ、次の添付書類（任意様式）を付けてください。なお、案件により、

個別に書類の提出を依頼する場合があります。 

   ※補助対象経費の契約書、見積書、請求書、領収書等は、補助対象経費のみで作成してく

ださい。困難な場合は、事前にご相談ください。 

 

取組内容 製品開発・改良 

申請 ・開発の場合で企画書など製品概要が分かる書類を作成しているときは当該書類 

・改良の場合は現在の製品写真、カタログなど 

 

【外部専門家への委託がある場合】 

・委託先外部専門家の氏名、資格、業務実績等が確認できる書類（様式は任意） 

 

【共同研究がある場合】 

・共同で研究する専門機関及び担当者の氏名、資格、実績等が確認できる書類 

実績報告 ・各費用の請求書（写） 

・各費用の領収書（写） 

・製品開発・改良記録（改良前後の写真、改良箇所の説明、改良経緯等） 

 

【外部専門家への委託がある場合】 

・委託契約書（写） 

・委託料請求書（写） 

・委託料領収書（写） 

・外部専門家への委託内容の実施が確認できる書類（デザイン画、技術指導・助言の

提出書類   ① 補助金交付申請書 

 ② 事業計画書 

 ③ 収支予算書 

 ④ 経営ステップアップ計画 

⑤ 同意書（市税の納付状況確認の同意。課税が徳島市以外の場合は、当該

課税を行った市町村発行の納税証明書） 

 ⑥ その他、添付書類は次のとおり 
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記録等） 

【共同研究がある場合】 

・契約書（写） 

・契約料請求書(写) 

・契約料領収書（写） 

・専門機関との共同研究の実施が確認できる書類（共同研究の成果に係る記録等） 

※外貨での支払については、申請時は任意の為替レートにより算定してください。実績報告時

は、当該支払の日本円での決済額を証する書類が必要です。 

 

（３）他の制度の助成・補助等と関連がある場合は、当該他の制度の制度要綱及び申込のために提出した

書類を添付してください。（「１０（1）他の制度との調整について」をご参照ください。） 

 

６．交付決定 
 

 各期の補助予定金額の枠内で先着順に、交付決定を行います。 

 ※先着順は、申請書が市に到着した時点を基準とします。 

 

７．補助金額の確定等 
 

補助金の額は、事業完了後、実績報告に基づき確定します。 

 

８．事業内容の変更等 
 

 次の①～③に該当する状況が発生した場合は、速やかに市に連絡してください。変更若しく

は中止の届出をしていただくことになります。 

① 事業内容の変更をしようとするとき。 

② 交付決定額の減額変更をしようとするとき。 

③ 事業を中止しようとするとき。                 

 

９．実績報告 
 
（１） 事業が完了後３０日以内又は令和６年３月１５日までのいずれか早い日で、実績報告書を

提出していただきます。実績報告書には、事業経費の支出を明らかにするものとして、納品

書、請求書、領収書､銀行振込書等の写しの添付が必要です。 

これらの書類が不備な場合は、対象経費になりませんのでご注意ください。 

 

（２） 対象期間内（２月２９日）には、事業経費が全額支払い済みであることが条件となります

ので、予め十分な資金計画を立てていただくようお願いします。 

 

（３）請求書、領収書、銀行振込書等の写しは、この事業専用とし、通常業務との一括処理はし

ないでください。 

 

（４）本事業に係る関係書類及び帳簿類、制作した試作品、製品の原型等は、補助事業の完了し

た年度の翌年度から起算して５年間保存してください。 
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（５）本事業により制作した試作品及び製品の原型等は販売・譲渡・貸付け等の対象とすること

はできません。 

 

１０．その他 
 
（１）他の制度との調整について 

国、県、市等の他の助成・補助制度との併用は原則できません。詳しくはお問い合わせく

ださい。 

他の制度の助成・補助等と関連している場合で、本事業の補助を受けることができるのは

次の場合とします。 

 

 

本事業 

他の 

制度 

製品開発 

・改良 

展示会等出展 海外販路拡大 

製品開発・改良 × △ 

（他の制度の対象に含まれる場合は×） 

△ 

（他の制度の対象に含まれる

場合は×） 

展示会等出展 ○ △ 

（他の制度の適用を受けた展示会と同一の

展示会については当該制度の対象に含まれ

ている経費は×。対象外経費は○。 

他の制度の適用を受けていない展示会は○） 

○ 

海外販路拡大 ○ ○ × 

※他の制度の対象期間終了後に本事業の補助を受けることは、他の制度に支障がない範囲にお

いて原則として可能。 

※上記表に関わらず、経費の混同のおそれがある場合は、補助対象としない。 

 

（２）中間報告について 

徳島市から対象事業に関する中間報告若しくは関係書類の提出、あるいは現場の状況確認

を求められた場合、これに応じる必要があります。 

 

（３）計画の変更があり、製品開発・改良自体を取りやめた場合は、やむ終えない事情がないか

ぎり補助の対象とならない場合があります。 

 

（４）本補助事業の成果について 

   補助金の交付を受けた方は、実績報告時のアンケートにご協力いただきます。 

 

 


